
評価基準

今後は定期的な情報公開が課題です。

１．地域の経済動向調査

　　に関すること
B

　C：目標を半分程度しか達成することが出来なかった（30～79％）

の研修受講も実施し、経営資質向上に努めまし

B

８．他の支援機関との連

　　携を通じた支援ノウ

　　ハウ等の情報交換に

　　関すること

９．経営指導員等の資質

　　向上等に関すること

10．事業の評価及び見直

　　しに関すること

地域金融機関との支援ノウハウや情報交換をす
るべく年2回の金融懇談会を予定していたが、

また日本政策金融公庫とも年1回の会議を開催
するとともに京都府商工会連合会との連携によ
るエキスパート利用やビジネスサポートセンタ

７．地域経済の活性化に

　　寄与する取組

　D：目標をほとんど達成することができなかった（30％未満）

　E：未実施

Ⅲ．経営発達支援

　　事業の円滑な

　　実施に向けた

　　支援能力向上

　　のための取組

経営支援員の資質向上向上を図るため、支援能
力の向上を図ることを目的に「研修等でのOFF
JT」及び「現場でのOJT」を実施しました。
京都府連の研修会をはじめ、中小企業大学校で

　B：目標を概ね達成することが出来た（80～99％）

　A：目標を達成することが出来た（100％以上）

た。
経営発達支援計画の推進にあたり、「経営発達
支援事業評価検討委員会」の開催を予定して
いるが延期状態であり実施出来ていない。
評価については、理事会での報告及び本会
ホームページにて公開予定。

Ｃ

A

E

2回目は延期状態となり開催出来ていない。

ーとの連携による創業者情報交換等致しました。

Ⅱ．地域経済の活

　　性化に寄与す

　　る取組

京北地域の関係団体との連携を図り、実行委員
会体制にて「京北夏まつり」、「京北ふるさと
まつり」が開催。当初予定していた春のイベン
トについては未実施となったため目標実施件数
減によりＢ評価としました。
インバウンド観光受入人数については大幅増加

課題である。

A

A

A

Ｃ

B

新たな販路開拓を支援するため、販路開拓セミ
ナーを開催し最新のＩＴツールを活用した情報
提供を行った。また、プレスリリースによるメ
ディアへの情報発信を支援し、14件の採択がい
ただけた。今後は商談成約に繋げていくことが

種補助金申請や計画認定に向けた策定及び計画

なフォローが今後は課題
個社支援の一環として需要動向調査を実施する
べく大商工祭にて調査実施いたしました。

３．事業計画策定支援に

　　関すること

４．事業計画策定後の実

　　施支援に関すること

５．需要動向調査に関す

　　ること

を行いました。
事業計画作成セミナーを4日間コースで開催し、
個別専門家相談をセットに事業立案シュミレー
ションによる事業計画書の作成を行い、事業計
画の型を学び実際の自社の事業計画を作る。

5年計画の中で目標達成するべく段階を踏んで
次年度以降実施していきます。

実行支援を行った。
小規模事業者が策定した事業計画を実行し進め
ていく中で巡回訪問や窓口相談を通じフォロー
アップ支援を実施しました。また、専門家によ
る個別相談会も開催し、計画の更なる充実と、
法認定等への誘導も行い、推進のための計画的

令和元年度　経営発達支援事業実施評価表

京北商工会

経営支援員による景況調査を４業種で１２社を

Ⅰ．経営発達支援

　　計画事業内容

ピックアップし個別巡回にて年2回実施。
独自調査としては、小規模事業者への経済動向
調査を郵送調査にて234事業所を対象に実施し
ました。調査報告については広報誌及びホーム
ぺージにて公開予定です。

６．新たな需要の開拓に

　　寄与する事業に関す

　　ること

経営分析セミナーの開催により、参加者へ経営
分析手法の解説や個別事業所の経営分析を実施
しました。また、税務支援、金融支援、補助金
支援時に経営分析支援を行いました。
中小機構の経営自己診断システムを利用し分析

２．経営状況の分析に関

　　すること


